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連
　
載

「
ら
い
て
う
の
家
」を
訪
ね
て

―
―
や
は
り
、女
性
は
太
陽
で
あ
る

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
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一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS
ふるさと

第㊳回

▼
コ
ロ
ナ
と
浄
化

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
病
魔
は
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
変
容
さ
せ
て
い
る
。
一

方
で
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
な

ど
と
い
う
言
葉
も
登
場
し
、

変
容
を
常
態
化
す
る
様
相
さ

え
も
あ
る
。

７
月
22
日
か
ら
は
、
Ｇ
ｏ

ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う

政
府
の
観
光
向
け
外
出
解
禁

施
策
が
始
ま
り
、
ラ
イ
フ
ｗ

ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
が
実
践
さ
れ

た
。
筆
者
は
、
こ
の
時
期
今

年
初
め
て
軽
井
沢
の
別
荘
に

ド
ラ
イ
ブ
し
た
。
５
月
の
Ｇ

Ｗ
の
時
期
に
は
、
居
住
地
の

千
葉
県
で
農
業
体
験
で
過
ご

し
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ

ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
し

た
。
そ
の
様
子
は
、
本
コ
ラ

ム
の
第
１
５
７
号
／
第
１
５

８
号
に
、『
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ
ｉ
ｎ

ｇ　

ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
』
に
記
し
た

【
註
１
】。

「
新
し
い
生
活
様
式
」
と

呼
ば
れ
る
暮
ら
し
向
き
は
確

か
に
定
着
す
る
こ
と
は
、
あ

る
面
で
望
ま
し
い
。
例
え

ば
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
従
来

か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
働
き

方
改
革
で
あ
っ
た
。
そ
の
動

機
づ
け
が
３
密
対
策
と
合
致

し
急
速
に
定
着
し
た
。
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
は
、
従
来
か
ら
の
選
択

肢
で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ネ

ッ
ト
や
ケ
ー
タ
イ
な
ど
の
普

及
も
、
後
押
し
し
た
。

し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
は
終
息

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

ん
な
意
味
で
、
筆
者
も
独
自

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ

じ
取
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
東
京

の
青
山
の
東
京
ウ
イ
メ
ン
ズ

プ
ラ
ザ
で
開
催
す
る
。「『
茨

木
の
り
子
―
２
０
２
０
秋　

怒
る
と
き
と
許
す
と
き
』
～

コ
ロ
ナ
禍
浄
化
～
」
で
あ

る
。
詳
し
い
案
内
は
、
今
後

お
知
ら
せ
し
た
い
。

http://www.kofuza.
jp/htm

l/event.htm
l

茨
木
の
り
子
（
１
９
２
６

年
〔
大
正
15
年
〕
生
～
２
０

０
６
年
〔
平
成
18
年
〕
没
）

は
戦
時
下
に
女
学
生
で
あ
っ

た
詩
人
で
、『
わ
た
し
が
一

番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
』
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
時
世

を
的
確
に
と
ら
え
、
素
直
に

遠
慮
な
く
詩
作
と
し
て
表
現

し
た
。
そ
れ
は
、
戦
争
と
い

う
災
禍
に
つ
い
て
の
詩
作
で

あ
る
が
、
現
時
世
に
つ
い
て

の
警
告
と
も
と
ら
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
浄
化
《
カ
タ

ル
シ
ス
》
に
つ
い
て
の
表
現

で
も
あ
っ
た
。

▼
平
塚
ら
い
て
う
の

カ
タ
ル
シ
ス

こ
の
時
期
、
軽
井
沢
に
出

か
け
た
理
由
に
は
、
近
隣
の

上
田
市
に
あ
る
「
ら
い
て
う

の
家
」
を
訪
ね
よ
う
と
思
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

「
ら
い
て
う
の
家
」
は
、

女
性
の
自
由
・
解
放
を
推
し

進
め
た
平
塚
ら
い
て
う
の
記

念
館
で
あ
り
、
週
末
（
土
・

日
・
月
）
だ
け
開
館
し
て
い

る
。
早
速
、
７
月
25
日
の
土

曜
日
、
ク
ル
マ
で
出
か
け

た
。
目
的
地
は
、
菅
平
高
原

ス
キ
ー
場
の
手
前
、
四
阿
山

麓
（
あ
ず
ま
や
高
原
）
に
あ

の
人
で
あ
る
。　

…
…
」

で
終
わ
る
。

そ
の
前
後
で
語
ら
れ
て
い

る
の
は
、「
真
正
の
人
」
と

は
？

で
あ
り
、『
青
鞜
』
の

目
的
や
使
命
で
あ
る
。
令
和

２
年
の
い
ま
、
ら
い
て
う
の

書
い
た
其
日
に
は
な
っ
て
い

な
い
が
、
明
治
44
年
か
ら

は
、
確
実
に
其
の
日
に
近
づ

い
て
い
る
。
結
果
、
隠
れ
た

女
性
の
「
潜
め
る
天
才
を
、

偉
大
な
る
潜
在
能
力
を
」
顕

現
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
き

た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
と

筆
者
も
思
う
。
も
う
一
歩
で

あ
る
。

▼
女
性
は
太
陽
で
あ
る

「
ら
い
て
う
の
家
」
は
、

長
野
県
の
地
元
の
女
性
建
築

家
９
名
か
ら
な
る
「
女
性
九

人
衆
」
に
よ
っ
て
設
計
監
理

さ
れ
た
。
彼
女
ら
の
仕
事

は
、
長
野
県
建
築
士
会
か
ら

表
彰
さ
れ
、
ま
た
地
元
の
上

田
市
か
ら
「
上
田
市
都
市
景

観
賞
」
を
受
賞
し
た
。
さ
ら

に
こ
の
施
設
を
支
え
る
女
性

た
ち
の
協
働
に
つ
い
て
は

「
女
性
文
化
賞
」
と
し
て
表

彰
さ
れ
た
。
訪
ね
て
み
る
と

と
に
し
て
い
る
。
そ
れ
も
、

い
わ
ゆ
る
リ
ア
ル
と
リ
モ
ー

ト
の
両
方
で
行
う
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
（
２
元
）
イ
ベ
ン
ト

で
行
わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
の
終

息
に
は
、
２
つ
の
側
面
が
あ

る
。
そ
れ
を
「
浄
化
」
と
い

う
目
線
か
ら
、書
き
始
め
る
。

▼
２
つ
の
浄
化

コ
ロ
ナ
禍
を
浄
化
す
る
。

こ
れ
は
、
他
の
災
禍
に
対
す

る
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
の
浄
化
に
お
い
て
は
、

最
終
的
に
は
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
で
終
息
す
る
、
あ
る
い
は

必
須
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現

在
、
何
種
類
か
の
ワ
ク
チ
ン

が
、
多
国
で
開
発
さ
れ
認
定

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
一
つ
の
浄
化
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
ピ
ュ
ア
リ
フ

ァ
イ
（purify

）
が
該
当
す

る
。物
理
的
な
浄
化
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
浄
化
が
、
カ

タ
ル
シ
ス
（catharsis)

で

あ
る
。
こ
れ
は
、
精
神
的
な

浄
化
で
あ
る
。
災
禍
に
立
ち

向
か
う
姿
勢
の
こ
と
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

る
意
気
込
み
に
通
じ
る
。
冒

頭
の
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
は
、

カ
タ
ル
シ
ス
に
よ
る
浄
化
が

ふ
さ
わ
し
い
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
筆
者

は
今
年
10
月
９
日
に
、
戦
争

と
い
う
災
禍
を
詩
で
表
現
し

た
茨
木
の
り
子
の
想
い
を
感

る
。
軽
井
沢
か
ら
は
浅
間
山

の
ち
ょ
う
ど
反
対
側
に
位
置

す
る
。
い
ろ
は
坂
の
よ
う
な

山
道
を
登
る
と
、
緑
の
木
立

の
な
か
に
落
ち
着
い
て
建
つ

木
造
の
「
ら
い
て
う
の
家
」

が
あ
っ
た【
図
１
】【
註
２
】。

平
塚
ら
い
て
う
（
本
名
、

平
塚
明
〔
は
る
〕、
１
８
８

６
年
〔
明
治
19
年
〕
生
～
１

９
７
１
年
〔
昭
和
46
年
〕

没
）
は
、
女
性
解
放
運
動
や

平
和
運
動
な
ど
を
実
践
し

【
図
２
】、
次
の
文
章
が
有
名

で
あ
る
。

「
元
始
、
女
性
は
実
に
太

陽
で
あ
っ
た
。
真
正
の
人
で

あ
っ
た
。

今
、
女
性
は
月
で
あ
る
。

他
に
依
っ
て
生
き
、
他
の
光

に
よ
っ
て
輝
く
、
病
人
の
や

う
な
蒼
白
い
顔
の
月
で
あ
る
。

…
…
」

こ
の
文
章
は
、
１
９
１
１

年
（
明
治
44
年
）
に
発
刊
さ

れ
た
月
刊
誌
『
青
鞜
』（
せ

い
と
う
）
の
創
刊
号
で
、

「
元
始
女
性
は
太
陽
で
あ

っ
た
。
―
青
鞜
発
刊
に
際
し

て
―
」

と
題
す
る
巻
頭
文
の
一
節

で
あ
る
。

書
名
の
「
青
鞜
」
は
、
ブ

ル
ー
・
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
由

来
す
る
の
で
あ
る
が
、
森
鴎

外
が
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
〝
鞜

〟
と
訳
し
て
い
た
の
で
、〝

青
足
袋
〟
に
は
し
な
か
っ
た

と
い
う
【
図
３
】
。
こ
の
件

は
『
平
塚
ら
い
て
う
自
伝

元
始
、
女
性
は
太
陽
で
あ
っ

た
』
の
第
１
巻
に
書
か
れ
て

い
る
【
註
３
】。

巻
頭
文
は
、

「
最
早
女
性
は
月
で
は
な

い
。其

日
は
、
女
性
は
矢
張
り

元
始
の
太
陽
で
あ
る
。
真
正

図1：長野県上田市にある「らいてうの家」（筆者撮影）

図2：「らいてうの家」の展示（筆者撮影）

図3：「らいてうの家」には雑誌『青鞜』の
各号表紙絵も展示されている（筆者撮影）

二
人
の
女
性
が

当
番
で
、
平
塚

ら
い
て
う
と
地

元
の
こ
と
を
案

内
し
て
く
れ
て

い

る
。

そ

れ

は
、

入

り

口

に
、「

平

和
・

協
同
・
自
然
の

ひ
ろ
ば
」
と
あ

る
よ
う
に
、〝

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〟
と
い

え
る
活
動
と
展
開
で
あ
っ
た
。

平
塚
ら
い
て
う
は
、「
無

限
創
生
」
と
い
う
書
を
遺
し

て
い
る
。
こ
の
書
も
当
時
大

学
院
生
だ
っ
た
女
性
に
送
っ

た
も
の
で
、「
あ
な
た
方
の

中
に
あ
る
無
限
の
生
命
を
祝

福
」
と
書
き
添
え
て
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
１
９
７
０
年

11
月
の
筆
書
で
あ
っ
た
。

平
塚
ら
い
て
う
は
「
た
だ

戦
争
だ
け
が
敵
」
と
述
べ

た
。
そ
れ
は
、
生
命
を
育
む

女
性
は
、
暮
ら
し
を
直
視
で

き
る
本
能
を
有
し
、
か
つ
未

来
を
包
含
し
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
の
浄
化
は
、
女
性
の
精

神
性
に
も
係
っ
て
い
る
。
筆

者
は
、
有
史
か
ら
女
性
は
惑

星
や
衛
星
を
従
え
る
太
陽
だ

と
思
っ
て
い
る
。

【
註
１
】
本
紙
コ
ラ
ム

「
地
域
の

地
域
に
よ
る

地

域
の
た
め
の
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｈ

Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」、
１
５

７
号
／
１
５
８
号
（
２
０
２

０
年
、
５
月
４
日
／
５
月
１

１
日
）

『
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ
ｉ
ｎ
ｇ

ｈ
ｏ

ｍ
ｅ

―
ａ
ｎ
ｄ

ｅ
ｎ
ｊ
ｏ

ｙ

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
』

http://www.kofuza.jp/
im
ages/nen_2020_32.

pdf【
註
２
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
平

塚
ら
い
て
う
の
会

http://raichou.c.ooco.
jp/raichounoie.htm

l

【
註
３
】『
平
塚
ら
い
て
う

自
伝

元
始
、
女
性
は
太
陽
で

あ
っ
た
』
①
大
月
書
店
（
１

９
９
２
年
）
ｐ
．
３
５
６


